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ＡＢＳＣ ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ ウェブ連動企画
一歩 踏み出してみる

　　　赤羽　健　一般財団法人 法政大学出版局　編集部




ＡＢＳＣ ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ
国立国会図書館の取り組み
デジタル化資料の全文テキストデータの視覚障害者等への提供

　　　渡邉 斉志　国立国会図書館 関西館　図書館協力課　課長

　　　本田 麻衣子　国立国会図書館 関西館　図書館協力課　課長補佐




ＥＰＵＢリフロー電子書籍のＴＴＳ対応

　　　　植村 八潮　専修大学文学部教授




私がすすめるこの１冊　My recommended book No.4

　　　　株式会社ボイジャー　代表取締役社長　鎌田 純子

　　　『アクセシブルブック はじめのいっぽ　　見る本、聞く本、触る本』

　　　　　　宮田和樹　馬場千枝　萬谷ひとみ　著　ボイジャー

　　　『クレヨン王国の十二か月』（上）（下）

　　　　　　福永令三　作　三木由記子　絵　講談社




ＡＢＳＣ通信

　　Ｂｏｏｋｓがよりアクセシブルになりました

　　ＡＢＳＣ管理委員会に「専門書ＷＧ」が新設されました

　　日本電子出版協会（ＪＥＰＡ）・ＡＢＳＣ共催　セミナー動画のご案内

　　「特定書籍等の製作に係るデータ提供のあり方について」　実証事業について





ＡＢＳＣ ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ

─ウェブ連動企画　一歩 踏み出してみる




赤あか羽はね 健けん

一般財団法人 法政大学ほうせいだいがく出版局　編集部




ＥＰＵＢリフローの製作、

テキストデータ請求券付き出版物の刊行、

視覚に障害を持つ著者との編集作業、




はじめてだけど　やってみる。
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［略歴］

１９９１年、長なが野の県けん松まつ本もと市し生まれ。２０１４年から19年まで青せい土ど社しゃに在籍。同年末から法政大学出版局。担当した本に、『楽しみと日々 壺こ中ちゅう天てん書しょ架か記き』（高たか遠とお弘ひろ美み）、『寒天』（中村弘行なかむらひろゆき）、『植民地朝鮮と〈近代の超克〉』（閔東曄ミンドンヨプ）、『コラーゴ』（萩原はぎはら里香りか）、『ハントケ・コレクション』（ペーター・ハントケ）など。





いずれは電子書籍も

これまでのＰＤＦとか

ＥＰＵＢフィックスとかではなく、

ＥＰＵＢリフロー形式のような

アクセシブルなものにしたいと

考えていたところだったので、

この本をきっかけに営業部も

説得できると思ったんです。




──ワークフローの見直しを行う予定と聞き及びまして、その背景や経緯などをお話しくださいますでしょうか。

　昨年（２０２４年）７月に、人文系の専門書版元の若手を中心とした勉強会（編集部註：青土社営業部の榎本えのもと周しゅう平へいさんが主催する朔ついたち塾じゅく）で、小しょう学がく館かんの木き村むらさん（小学館アクセシブル・ブックス事業室の木村匡ただ志しさん）からアクセシブル・ブックスに関する講演を聞いて、取り組まないといけないなという意識はありました。小局ではそれほど電子化が進んでいるわけではありません。今回は、個別の案件で必要に迫られて、という事情があります。

　法政大学出版局では、２０１４年から「法政大学出版局学術図書刊行助成制度」を設け、優れた学術的価値をもつ専門的研究成果への図書刊行助成を行っています。局内の審査と、外部の専門家による査読のプロセスを経たうえで採択していて、第11回の助成対象となったのが、安やす井い絢あや子こさんの『ケアの倫理入門』という博士論文でした。ご応募いただいたときにはわからなかったんですが、助成対象となった連絡をしたさいに、著者が視覚に障害をお持ちなのだとわかりました。

　安井さんが編著者のひとりとして関わり、京都大学学術出版会から刊行された『語りの場からの学問創成』（２０２４）でテキストデータ請求券を付けていたということがあって、今度の出版でもそういう対応をしてくれるのかどうか、ご不安な様子だったので、「対応します」と約束したんです。ちょうど、木村さんの講演を聞いたあとで、いずれは電子書籍もこれまでのＰＤＦとかＥＰＵＢフィックスとかではなく、ＥＰＵＢリフロー形式のようなアクセシブルなものにしたいと考えていたところだったので、この本をきっかけに営業部も説得できると思ったんです。この論文があって、初めて能動的に動けたというか……。




「ＡＢＳＣレポート」で紹介してきた

出版社の対応事例




テキスト請求券の事例（現代書館）

https://absc.jp/about-ab/publisher/text-ticket/
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岩波書店「世界」の音訳

https://absc.jp/about-ab/publisher/iwanami-world/
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印刷用データと電子書籍用データの管理（ポット出版）

https://absc.jp/about-ab/publisher/ebook/
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──テキストデータ請求券を付けるのは、御局では初めての試みですか？

　初めてだと思います。テキストデータが悪用されるんじゃないかと心配する出版者の声も聞きますが、テキストデータだけあっても、結局なにもできないんじゃないかと思っているので、やってみることにしました。

──今（編集部註：２０２５年３月上旬現在）、どのあたりまで進行していますか？

　じつは、まだ原稿ができていない状況です。

　９月には発行しないといけないので、４月中には原稿をいただいて、すぐに動かないと間に合いません。

　いつもは、原稿は（マイクロソフト）ワードでもらって、ワードのコメント機能を使って確認事項やご提案事項を書き込んでお返ししているんですけど、ワードは、本文の読み上げはできても、コメント機能の音声読み上げができません（編集部註：ワードの校閲機能で「音声読み上げ」ボタンを押すと、Text to Speech（ＴＴＳ）機能が起動して音声合成で読み上げられるが、「コメント」の読み上げはサポートされておらず、スクリーンリーダーなど別の支援ソフトを使って音訳や点訳をしてもらう必要がある）。そのため、本文内では「ここからここまでがコメントです」といった目印を付けてアドバイスしてほしい、と言われました。そういうやり方はほとんど経験がなく、原稿整理の段階からワークフローを変えていく必要がありますね。

　初校はＰＤＦと紙で出力しますが、ＰＤＦの読み上げがあまり使えないようなので（編集部註：著者側の環境は未確認）、ほぼ完成したワード原稿を入稿して組版する必要があります。これまでは、初校、再校と、ゲラの段階での修正もできましたが、その手前で、ＰＤＦでの校正がなるべく少なくてすむよう、完成に近いレベルに仕上げないといけないと考えています。

　もちろん、著者の後輩の院生とか、何人か手伝ってくれるそうで、紙で出力しても対応できるとのことです。

──御局では、電子書籍を専門とする部署があるのでしょうか。

　専門部署はないので、電子書籍化をするかどうかの相談、する場合の製作会社とのやりとりなどは、営業部と一緒に対応します。それぞれ余裕があるわけではないので、科研費や大学の助成金で製作する以外、あまり電子書籍化できていないというのが実状です。電子書籍として出したところで、「専門書はどうせ売れない」という意識も少なからずあるように思います。

　価格を抑えて手間をかけずに行うとしたら、大学図書館向けにＰＤＦのみか、あるいはＥＰＵＢフィックスかで、リフロー形式は昨年６月に発行した『楽しみと日々　壺こ中ちゅう天てん書しょ架か記き』（高たか遠とお弘ひろ美み著）が小局では初めてでした（電子版の配信は同年８月から）。作ってみると、紙の本で８８０ページでしたが、意外とリーズナブルだったと思います。電子書籍制作については、最低でもしおり付きのＰＤＦを作って丸善イーブックライブラリー（編集部註：大学など学術機関向けの電子図書館サービス）に出していくくらいのことは、絶対にやったほうがいいと思っています。

──今度の安井先生の本もリフローにされるんですか？

　勉強会で木村さんのお話を聞いて、機会があればリフローを出してみたいなと思い、先に挙げた『楽しみと日々』は紙の本が売れていたこともあって、刊行から少し経ったあとでリフロー形式で作れました。高遠先生の本は研究書というより読み物に近かったので、営業部に「リフローにしてくれ」と頼み込んだんですよね。編集者がリフローのほうが意味があると言えば、通してくれるんです。安井さんの本は研究書なのですが、著者である安井さんにとってアクセシブルなものにすることがまずは大事だと思うので、リフロー形式でやれたらいいなと考えています。

──リフロー形式だと、おそらく代替テキストの問題も出てくると思いますが。

　画像や表などはわずかで文字ベースなので、大きな問題は発生しないと思います。ただ、博士論文という性質上、脚注が多くなるので、その分コストは嵩んでくるだろうと思います。

　個人の判断だけでは決められませんが、テキストデータ請求券やリフローの電子化までをセットで作成したいと考えています。今回の本に関しては、InDesignでの作業負荷を考えると、脚注が多いから横組のほうがいいかな（編集部註：ワードからInDesignに流し込むさい、横組だと脚注もきれいに自動生成されるが、縦組だと手作業が発生する）、とか、書体も明朝体の視認性はあまりよくないと聞いたことがあるのでゴシック体にしようか、とか、そういう細かいところも悩んでいます。どうすれば最適化できるのか、模索しながら進めています。







ＡＢＳＣの

ＷＥＢサイトを

ＣＨＥＣＫ！




[image: QRコード]





編集部では、本が発行されるまで、

赤羽さんのその後の制作風景を取材し、

ＡＢＳＣサイト（https://absc.jp）で

不定期連載形式で公開していきます。

ぜひチェックしてみてください。





ＡＢＳＣ ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ

国立国会図書館の取り組み
デジタル化資料の全文テキストデータの
視覚障害者等への提供




全文テキストデータを提供するというのは、出版者のみなさまにとって、ご懸念が強い部分だったと思っております。

私たちはご協力をお願いするという立場ですが、みなさまのご理解のもとにサービスを開始することができ、大変感謝しております。







渡わた邉なべ 斉ただ志し

国立国会図書館 関西館

図書館協力課　課長




本ほん田だ 麻ま衣い子こ

国立国会図書館 関西館 

図書館協力課　課長補佐




[image: 写真　国立国会図書館関西館]





──国立国会図書館では、２０２３年３月から、視覚障害等の方を対象として、デジタル化資料の全文テキストデータの提供を開始されましたね。昨年（２０２４年）９月にも、出版者向けに説明会を開催されるなど、提供されるデータは順調に増えているようですが、まずはこのサービスに至る経緯をお聞かせいただけますか？

　当館では、２０００年頃から本格的に所蔵資料のデジタル化と公開を進めてきましたが、デジタル化資料のほとんどはテキストデータを持たない画像データで、視覚障害等の方にとっては、必ずしもアクセシブルではありませんでした。そこで、画像データからＯＣＲ技術によりテキストデータを作成し、「全文テキストデータ」として、２０２３年３月から視覚障害等の方に提供を開始しました。これにより、画像データではできなかった、デジタル化資料の音声読み上げや点字ディスプレイでの表示、本文の検索などが可能になりました。

　もともと当館では、２０１４年から視覚障害等の方に向けて「視覚障害者等用データ送信サービス」という、インターネットを通じて点字データやＤＡＩＳＹデータ等を提供するサービスを行っておりましたので、その枠組みの中で全文テキストデータを提供していくことを検討いたしました。

──テキストデータを利用者に送信するということに対しては、不安に思う出版者も多かったと思いますが、国立国会図書館さんに具体的に届いた声があれば、お聞かせいただけますでしょうか。

　まずは、ＯＣＲをかけたままの、未校正のテキストデータを提供するという点にご懸念を示されたと記憶しております。

　次に、テキストデータをダウンロードできる形で提供することになりますので、その取り扱いについても不安の声をお寄せいただきました。対象となる利用者の方はどういう方で、どのように利用することになるのかというお問い合わせもいただきました。

　未校正のテキストデータについては、出版者向け説明会でも大きく二つご説明をさせていただきました。一つは未校正というのがそもそもどの程度のものなのか、全文テキストデータの精度について。全数ではなく、サンプル調査の結果になりますが、図書・雑誌とも平均認識率は95％以上でした。図書に関しては、概ね古いものは認識精度が低く、年代が新しくなるにつれて精度が高くなるという結果でした。

　また、未校正のテキストデータをそのまま提供することに関して、著作権法との関係で問題はないのかといったご質問もいただきました。その点に関しても、著作権法を所管する文化庁のご見解を踏まえまして、機械学習技術等を取り入れたＯＣＲ処理プログラムの研究開発事業を行い、テキストデータの質の改善にも努めてきたところです。

　さらに、テキストデータが未校正であることは、なるべく利用者の方にもご理解していただいたうえで使っていただきたいという背景から、提供する全文テキストデータの冒頭には、自動的に凡例が挿入されるようになっています。凡例には、このデータは未校正であり人手による確認を経ていないこと、このデータを使って点字データなど別の視覚障害者等用データを製作する場合は校正を行うことを推奨するといったことが書かれています（本記事末尾「凡例のデータ」参照）。

──全文テキストデータを提供するにあたって、利用者が視覚障害者等であるかどうかをどのように判断されているのでしょうか。

　このサービスの利用にあたっては、事前に利用者登録をお願いしております。登録のさいには、申請書、ご本人の確認書類、「活字による読書が困難であることを示す書類」、この三点を必ず当館にご提示いただきます。

　「活字による読書が困難であることを示す書類」としては、障害者手帳をご提示いただくことが多いのですが、それ以外にも、例えば医師の診断書等をご提出いただくこともあります。また、当館から利用者の方にどのように読書困難な状況なのかを、電話等でやり取りして確認させていただくこともあります。そのような形で、著作権法上データを提供してよい「視覚障害者等」の方であるということを、必ず事前に確認したうえで登録しております。

──障害をお持ちの方が、わざわざ来館されなくても、郵送でも登録ができるということですね。

　はい。「みなサーチ」（編集部註：視覚障害者等が障害に応じて利用しやすい形式の資料を探すことができるサービス。https://mina.ndl.go.jp/）が公開されてからはオンラインでも登録できるようになりました。

──今、電子書籍の製作で課題になっているものの一つに、図版をどうするか、ということがあるんですが、貴館で提供されている全文テキストデータには、代替テキストはあるのでしょうか。

　図版の代替テキストはありません。読み飛ばす形になると思います。

──先ほどおっしゃっていた凡例に、そういうご案内はあるのでしょうか？

　ＯＣＲ処理により生成されたデータであることを凡例でお伝えしているので、ＯＣＲで読み取れないものはテキスト化されていないとご理解いただければと思います。今のところ、実際に全文テキストデータを利用した方から、代替テキストがないことについてご意見をいただいたことはありません。未校正ということをご理解いただいたうえで、うまくご活用いただいているのではないかと考えております。

──今、実際にこのサービスを利用されているのは、どれくらいらっしゃいますか。

　登録されている個人の方は、２０２４年12月末現在で９１４名、登録されている図書館等の数は３７３館です。

　２０２４年１月から12月の全文テキストデータへのアクセス数は、12か月トータルでおよそ２８００件、月平均２３０件程度でした。視覚障害者等用データ送信サービス全体のアクセス数が、月平均で７万５千件程度なので、全文テキストデータは全体のアクセス数からみると１％にも満たず、本当にごくわずかです。

　利用者の方からの全文テキストデータに関するお問い合わせは、古い資料に対するものが多いように思います。全文テキストデータは本文の内容も検索ができますので、ご自身で色々と資料を調査されている過程で見つけた、という流れで利用されているという印象があります。

──テキストデータ化されている点数は、今、どれくらいですか？

　２０２５年１月末から新たな全文テキストデータの提供を開始いたしまして、２月中旬には３００万点を突破したというところです。全文テキストデータの対象資料は、１９８７年までに発行された図書と２０００年までに発行された雑誌が中心ですが、その他に博士論文などもあります。

──出版者に対して、何かお伝えしたいことはありますか？

　全文テキストデータを提供するというのは、出版者のみなさまにとって、ご懸念が強い部分だったと思っております。私たちはご協力をお願いするという立場ですが、みなさまのご理解のもとに、サービスを開始することができ、大変感謝しております。提供開始から２年が経とうとしていますが、全文テキストデータへのアクセス数は、残念ながらそれほど伸びておりません。全文テキストデータを提供している図書は、40年ほど前までに発行されたものが中心ですが、古い資料はテキストデータの入手も難しいと聞いております。視覚障害等の方に、ぜひもっとご活用いただきたいと思っております。

　当館で実施しております確認手続き（編集部註：著作権法第37条第３項では、同じ形式の視覚障害者等用資料が市場に流通している場合は、著作権者等の許諾を得ずに複製や公衆送信を行うことができないと規定されているため、該当するものがないか、提供開始前に国立国会図書館から出版者に依頼される確認の手続き）においても、出版者の皆様には大変お手数をおかけしております。当館としても入手可能性調査（編集部註：出版者が確認する提供候補資料リストの作成にさいし、国立国会図書館がＪＰＲＯのデータと突合することで、視覚障害者等用資料が市場で入手可能なものをあらかじめ提供候補から除外すること）を随時行ってまいりますので、引き続きご協力を賜りますと幸いです。





「凡例」のデータ




ユーザ名　User name 

ダウンロード日　Download date 

タイトル　Title 

責任表示　Author 

出版者　Publisher 

出版年　Publication Date 




著作権処理に関する事項

このテキストデータは、著作権法第37条第３項の規定に基づき、視覚障害その他の理由で通常の活字の印刷物の利用が困難な方のために国立国会図書館が製作したものです。著作権法に定められた権利制限規定に該当する場合を除き、又貸し、複製等による第三者への提供はできません。

Information about Copyright

This text data is produced by the National Diet Library （NDL） prepared for people who have difficulties in reading standard printed materials due to visual impairment, etc. under the provisions of Article 37 （3） of the Copyright Act. Except for exceptional cases of limiting copyright provided in the Copyright Act, you may not provide the data to third persons by renting it out or reproducing it, etc.




テキストデータ凡例

このデータは、未校正のテキストデータです。国立国会図書館が所蔵するデジタル化資料の画像を利用してOCR処理により生成されたもので、人手による確認を経ていません。未校正のデータであるため、校正を行った上で新たな視覚障害者等用データを製作することを推奨いたします。

Explanatory notes

・This data is not proofread. We use optical character recognition （OCR） to produce it from digitized materials in the NDL Digital Collections.

・We don’t check and correct errors due to OCR misconversion.

・We recommend that you proofread the data when producing new data for persons with print disabilities, because it contains a lot of errors.




（以下、本文）





ＥＰＵＢリフロー電子書籍のＴＴＳ対応

専修大学文学部教授

植うえ村むら 八や潮しお




ＡＢＳＣではワーキンググループを作ってＴＴＳ（Text to Speech：音声合成読み上げ）の対応を推進してきた。

ワーキンググループのメンバーであり、専修大学文学部教授の植村八潮氏に、

出版業界のＴＴＳ対応の現在地について、寄稿してもらった。




　今や私たちの身の回りにはコンピューターによって合成された音声があふれていて、注意深く聞かないと肉声との区別もつかないほどである。ＡＴＭのガイダンスや車内放送は言うに及ばず、ＮＨＫでも音声合成がニュースを読み上げるときがある。とはいえ、音声合成を活用できるようになったのは、スマートフォンが普及した２０１０年代に入ってからである。

　ｉＰｈｏｎｅは、初期のバージョンから日本語音声を搭載していたが、Ａｎｄｒｏｉｄもウィンドウズも、日本語が使用できるようになったのは２０１３年である。タッチスクリーンの利用方法はＯＳごとに異なっており、視覚障害者が端末を乗り換える負担（スイッチングコスト）は大きなものである。

　このこともあって多くの視覚障害者は、はじめに慣れ親しんだｉＰｈｏｎｅのままである。

　スマートフォンの登場以前では、視覚障害者はパソコンにサードパーティ製のスクリーンリーダーをインストールしてテキストの読み上げや、紙の本を裁断してＯＣＲにかけ電子データ化する、いわゆる自炊で読書するなどの工夫をしていた。音声合成技術の進歩と電子書籍の普及が視覚障害者等にとって朗報であったことは想像に難くない。読書バリアフリー法を支える環境が２０１０年代に整っていったのだ。

　本誌を手にしている人には、ＴＴＳ（音声合成による自動音声読み上げ）の説明は不要だろう。電子書籍がアクセシブル・ブックスと呼ばれるためにはＴＴＳに対応していることが大原則だからだ。しかし、現在までのところ電子書籍の読み上げが可能な電子書店は、外資系のアマゾンキンドルとアップルブックス、それにグーグルプレイブックスのみで、日本の対応は遅れている。

　２０１９年６月に読書バリアフリー法が施行されて今年で６年。パブリックコメントを募るために今年１月に公表された、「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する基本的な計画（第二期）」によれば、「読書バリアフリー法の施行から５年が経過したが、視覚障害者等が利用しやすい書籍等は必ずしも十分に整備されているとは言えず、障害の有無にかかわらず全ての国民が文字・活字文化を等しく恵沢できる状況とはなっていない」とある。視覚障害者等の多くがＴＴＳを使いこなす今、電子書籍の対応の遅れが目立ってきた。

　もちろん、電子書籍の読み上げは出版者だけでできることではない。著作権者の理解と多くの出版者の賛同があってこそ、社会的・技術的な解決に取り組めるのだ。

　もし、出版者の合意がないまま電子書店がＴＴＳによる読み上げを行った場合、日本の著作権法における口述権の侵害にあたらないか、また、ＴＴＳによる読み間違いが同一性保持権の侵害にあたらないのかといった懸念もあり、国内電子書店事業者は慎重な姿勢をとってきていた。

　２０１７年版の日本書籍出版協会の出版契約ヒナ型の解説には、「電子書籍の再生環境によっては、プリントアウトや自動音声読み上げ機能が搭載されている場合もあります。こうしたサービスに対応するために、契約書で著作権者から承諾を得ておくことにしました」とある。当時、「自動音声読み上げ機能による音声化利用」は、朗読同様に著作権者の承諾が必要と捉えていたと考えられる。少なくともグレーゾーンである以上、出版者としても著作権者に丁寧な説明をして理解を求めておく必要はあっただろう。

　今は少なくとも読者がアプリの音声合成の読み上げ機能を利用することは、著作権法上の私的使用に属するものであり、著作権者の承諾は不要と理解されている。

　２０２４年４月に著作者３団体（日本文藝家協会他）が、読書バリアフリーに関する共同声明を発表し、続いて６月には出版５団体（日本書籍出版協会他）の共同声明が発表された。これを受けて12月には、デジタル出版者連盟としてデバイス開発・製作会社や配信事業者が積極的に市場でのＴＴＳ対応を進めることを期待する、とした声明も発表された。これらによって著者、出版者の大方のコンセンサスを得たことになり、ＥＰＵＢリフロー電子書籍のＴＴＳ対応が一層、進むことになったのである。

　３月14日にＪＰＲＯ出版者説明会が開催され、Ｂｏｏｋｓのバージョンアップや「読書バリアフリー法 出版社対応の明確化」が説明された。本誌３号のＡＢＳＣ通信にあるように、これまでのＪＰＲＯでＴＴＳ対応可否の登録ができたものの、一部の出版者が著作権者に許諾をとっていたのを例外として、大半の出版者は未入力であった。今後は、すべてのＥＰＵＢリフロー電子書籍が原則として「ＴＴＳ対応あり」と表記され、ＴＴＳ対応を望まない著作権者や出版者は申し出てオプトアウトすることになる。また、視覚障害者が容易にＴＴＳ対応の電子書籍や大活字版、オーディオブックなどを探せる「アクセシブルブックを探す」検索窓口もできる。

　次の段階として、電子書店の対応が求められる。視覚障害者等がアクセシブル・ブックスを探し購入しやすいウェブサイトとして、電子書店自体が設計されなくてはならない。そのうえで電子書店が提供する電子書籍ビューアがＴＴＳ機能を搭載し、電子書籍を読み上げることができる必要がある。

　近いうちに日本の電子書店で販売されるすべてのＥＰＵＢリフロー電子書籍が読み上げ可能なアクセシブル・ブックスとなることが期待される。





私がすすめるこの１冊　My recommended book No.4




株式会社ボイジャー　代表取締役社長　鎌かま田た 純じゅん子こ




書くを楽しく、読むを楽しく

書くため・読むためのハードルを下げたいのです










　１９９２年に電子出版の先駆けであるボイジャー設立に参画した鎌田純子さん。日本初の電子書籍制作ツール「エキスパンドブック」の開発にはじまり、特別な知識がなくても誰もが自由にその声や想いを後世に残せる社会に向けて、アクセシブルな出版に取り組まれています。




──鎌田さんは30年前からデジタルがもたらす自由な社会を、理念だけでなくツールを提供することで目指されていますよね。

　デジタル技術って、やはりマクルーハンが言ったように身体機能の拡張だと思うのですよね。昨年『50代から始めるデジタル出版』という本を出したのですが、今ではツールを使ってご自身の体験を出版する80代の著者さんや、全盲の著者さんもいらっしゃいます。校正も耳で聞いたり、ＰＣや点字ディスプレイなどのあらゆる技術を使われていて、メールでのやりとりだけでは、障害をお持ちとわからないこともあります。出版の障壁が低くなれば日本の文化として財産になりますし、電子化すれば物理的な保管の心配がありません。紙の本も１冊３万円くらいで電子化できるので、出版者の方にはぜひ自分事として今のうちに取り組んでいただきたいです。

──アクセシブルな本を制作するためのポイントをまとめて、ウェブで公開されるそうですね。

　読書バリアフリー法やアクセシビリティというと、何だか難しい、対応しなければならないものが降ってきたと思われがちですが、出版はもともと知識を共有して世に広める活動ですよね。だから誰もが読めるよう、活字でも難しい漢字には苦労してルビを振ってきた歴史があります。電子も同様で、誰にでも使いやすいユニバーサルデザインの考え方にシフトしていくほうが自然です。

　ボイジャーは、30年前にＣＤ‐ＲＯＭで「新潮文庫の１００冊」を電子化しましたが、大きな文字で読めることの価値に気づいてくださった読者が大勢いました。検索でき、読み上げでき、拡大もできる。視覚障害者からは、電子であればこそ、自分たちにとって本だと言えるのだ、と。それを忘れないようにしたい。その後もさまざまなご意見をいただきながら、ようやく個人の特性に合わせて形を変えるアクセシブルな本の在り方が見えてきました。その経験を共有したいと思っています。

──どのような資料集になるのでしょうか。

　アクセシブルな出版物は、電子だけでもＥＰＵＢやＤＡＩＳＹがありますし、点字本やさわる絵本、ＬＬブックなどもあります。その中でもＥＰＵＢは電子書店や電子図書館へ流通できる、そのためのポイントは八つだけですと解説しています。読書バリアフリー法についても、難解な法律用語が簡単にわかるように説明を付けました。

　実際にどう読まれているかを体感することも大事なので、耳で聞く副読本も作りました。ルビはもちろん、ギャル文字や傍点、改行、スペースなどがどう読まれるのか、どうぞお聞きになってみてください。

──今後の目標はありますか。

　出版者や編集者が音声読み上げのために代替テキストを入れる作業にはコストがかかりますから、近い将来は画像認識による読み上げも視野に入れて、今できる工夫から取り組んでいくのがよいと思います。電子にさえなっていれば、読書環境を格段に向上できます。







ボイジャーでは、アクセシブルなEPUB制作のポイントをまとめた資料をウェブで公開しています。

紙書籍を制作する段階でちょっと気をつけておけば、ストレスなく電子書籍化できるノウハウも詰まっています。ブックマークをおすすめします。




[image: QRコード]


https://www.voyager.co.jp/next/about_e8/





出版物紹介





アクセシブルブック

はじめのいっぽ

見る本、聞く本、触る本




[image: 写真　『アクセシブルブック　はじめのいっぽ』書影]





著者名：宮みや田た 和かず樹き

　　　　馬ば場ば 千ち枝え

　　　　萬よろず谷や ひとみ

出版社：ボイジャー

発売日：２０２４年５月

印刷版ＩＳＢＮ：978-4-86689-343-3

印刷版 定価：２，２００円（本体）

電子版ＩＳＢＮ：978-4-86689-342-6

電子版 価格：１，４００円（本体）




２０２３年７月、市川いちかわ沙さ央おう『ハンチバック』（「文學界」掲載）が第１６９回芥川賞を受賞、市川氏のコメントで、一気に「読書バリアフリー」の認知が広まりました。「読書バリアフリー」の下、注目のアクセシブルブックの種類や電子書籍の可能性を詳しく解説。







クレヨン王国の

十二か月（上）（下）

〈大きな文字の

講談社青い鳥文庫〉




[image: 写真　『講談社　大きな文字の青い鳥文庫　クレヨン王国の十二か月　上』書影]





著者名： 福永令三ふくながれいぞう／作

　　　　三み木き由ゆ記き子こ／絵

出版社：講談社こうだんしゃ

発売日：１９８０年11月

　　　　（２００９年に講談社オンデマンドブックス、

　　　　２０２４年５月に読どく書しょ工こう房ぼうめじろーブックス）

ＩＳＢＮ：（上）978-4-86807-004-7

　　　　　（下）978-4-86807-005-4

定価：各巻３，０００円（本体）




大みそかの夜、ユカが目をさますと、12本のクレヨンたちが会議をひらいていた。クレヨン王国の王さまが、王妃のわるいくせがなおらないうちはかえらない、といってゆくえをくらましたのだ。おどろいた王妃は、ユカといっしょに王さまをさがしもとめて、ふしぎな旅に出る。講談社児童文学新人賞受賞。

電子化にボイジャーほか関係各社が協力したことで、現在もさまざまな形態で読むことができる。





【ＡＢＳＣ通信】




Booksが
よりアクセシブルになりました（https://books.or.jp）




[image: QRコード]





　２０２５年４月１日より、本の総合カタログ「Ｂｏｏｋｓ」のアクセシビリティ対応では、簡便にアクセシブル・ブックスが探せる専用のコーナー「アクセシブルブックを探す」を設置しました。

　サピエ図書館や国立国会図書館の障害者向けサービスとして提供されている「視覚障害者等資料」のほか、「大活字本」「読み上げ可能電子書籍」（＝ＴＴＳ対応電子書籍）、「オーディオブック」といったアクセシブル機能で絞り込めるようにもしました。




※ＥＰＵＢリフローの電子書籍の「ＴＴＳ対応」については、本誌「ＥＰＵＢリフロー電子書籍のＴＴＳ対応」をご参照ください。




[image: 画像　Booksのトップページ]








ＡＢＳＣ管理委員会に「専門書ＷＧ」が
新設されました




　読書困難者のニーズが高いにもかかわらず、ＴＴＳなど現行の技術では対応の難しい専門書のアクセシビリティを研究する場として、ＡＢＳＣ管理委員会の下に専門書ＷＧ（仮称）を新設することになりました。

　大学等信頼できる機関とすでに契約を交わし、テキストやＰＤＦなどのデータを提供している出版者とノウハウを共有しながら、課題を抽出し、解決に向けて検討していきます。







日本電子出版協会（ＪＥＰＡ）・ＡＢＳＣ共催　セミナー動画のご案内




　２０２４年11月27日にＪＥＰＡとＡＢＳＣとで共催した「視覚に障害のある人は、どのように本を読んでいるのか ～出版者のためのアクセシブル・ブックス超入門セミナー～」の動画を公開しています。

　当日は、障害をお持ちの講師やパネラーにもご登壇いただき、出版者や電子書籍製作事業者、電子書籍販売事業者に知っていただきたい基礎的なニーズを共有しました。「わかりやすかった」と好評だったセミナーです。

　ぜひアクセスしてみてください。




[image: QRコード]


https://www.youtube.com/live/0V_Tyewh1_k




「特定書籍等の製作に係るデータ提供のあり方について」
実証事業について




　ＡＢＳＣでは２０２５年５月より、読書バリアフリー法に基づく「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する基本的な計画（第二期）」に従って、特定書籍等の製作に係るデータ提供のあり方についての実証事業を行います。

　今後はＡＢＳＣより出版者への連絡の機会も増えていきます。

ＡＢＳＣの連絡窓口の方をご登録くださるよう、あらためてお願い申し上げます。




実証事業の詳細やご登録は、

ＡＢＳＣサイト（https://absc.jp）をご確認ください。
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©2025 Japan Publishing Organization for Information Infrastructure Development

本誌の複製をご希望される場合、本文や写真を転載する場合は、ABSC（info-absc@jpo.or.jp）宛てにご連絡下さい。





[image: 裏表紙画像　イラスト　成長して緑の葉をつけた大樹]






ＡＢＳＣレポート　２０２５年７月号




発行　　ＡＢＳＣ

発行人　渡辺 政信わたなべまさのぶ

編集長　落合 早苗おちあいさなえ
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